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（浅間山　写真提供：安村英雄氏）


令和３年を迎え、謹んで新春のお慶びを申し上げます。しかし、今年はいつもと違ったコロナ禍の新春であり、心から慶びあえる新年ではないようです。埼玉支部もコロナ禍で停滞していた幹事会や研修会などの活動をリモート方式の新たな方法により少しずつ進めています。今年は、埼玉支部会員への新しい方法による積極的な情報等の展開と新しい方法による研修会を通じての活動が期待されます。
まだまだ、新型コロナウイルスの感染拡大が心配されますが、皆様方も感染対策を十分に行いお身体に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。

（事務局広報部）
ニュースの主な内容
■研修部だより

　（１）令和2年11月14日（土）第122回研修会がリモート研修（MicrosoftのTeamsを使用）で開催されました。　
　　　当初、３月２５日に開催予定の第１２２回埼玉支部研修会ですが、コロナウィルスの影響により、再々延期となっておりましたが、埼玉支部に５月に新ルータと新パソコン（Office365）を導入したことによりTeamｓ利用によるリモート研修会を11月１４日に開催することができました。
　初めてのリモート研修会でしたが、事前にTeamsによるリモート幹事会などにより習熟する機会を設けた関係で、１４日当日にTeamsでのアクセスNGトラブルはありませんでした。
　今回の研修の参加メンバーは２０名でした。
研修テーマは井上順次会員による「ヒューマンエラーによる心理及び行動側面」について問題を交えて解りやすく解説していただきました。
内容としましては、1：労働災害の現状、2：不安全行動の心理的側面、3：不安全行動の行動的側面、4：リスク補償行動とホメオスタシス理論の４つの柱について具体的に説明していただきました。
もう一つの研修テーマは私（森玄正会員）による「リモートワーク環境、メールのセキュリティ対策、簡単にホームページを作る方法」の解説でした。
　研修後にホームページの作り方（Instant　WordPressを活用した方法）を具体的に知りたいというリクエストが複数寄せられましたので、第１２３回研修会で再度、説明することになりました。
　今回のリモート研修の弱点としましては、Teamsの動作上、講師間の画面共有の制御が円滑に引き継ぐことがでなかった点と発言者以外のマイクON状態だとスピーカー音声が割れる事象が発生しました。
ただ、２０名の参加者があり、映像ON状態であっても、ストレス無くTeamsは動作することが確認できました。
　　また、今年はコロナの影響により、通常は１１月に開催されていました見学研修会や１２月に開催されていました外部講師を招いた研修会はコロナが終息するまでは見送られる状況となってしまい残念に思います。
それまでは、Teamsビデオ会議システムを活用したリモート研修会を開催していきたいと思いますので皆様方の参加をお待ちしております。
（２）令和2年12月12日（土）第123回研修会がリモート研修（MicrosoftのTeamsを使
用）で開催されました。　
　　今回の参加人数は１９名で、冒頭に支部長挨拶、新会員の青木行宏氏の自己紹介と各会員からの近況報告を実施いたしました。
例年であれば、１２月研修会の後に情報交換会を実施しているわけですが、今回はコロナの影響により開催は無理でしたので、パソコン画面を通しての近況報告は有意義であったと思います。
　　今回のリモート研修におけるハプニングとして、真崎伸一郎会員の講義途中にTeamsの共有機能がフリーズしたため、主催元の方からのスライドショー制御となりました。また、私（森玄正会員）の説明終盤にTeamsのリンクが切れてしまい、原因はわかっておりません。
　講演の第一部のテーマは真崎伸一郎会員による、「ロールボックスパレットの取り扱い」と「省エネ」でした。
ロールボックスパレットの取り扱いにつきましては、「ロールボックスパレットの安全作業マニュアル」「ロールボックスパレット使用時の労働災害防止マニュアル」の内容と陸災防の「荷役安全作業ガイドライン」の内容を包含しているためページ数が多くなり、１時間の枠内で説明を終わらせるため講師の方では苦労されたのではと思います。
　講演の第二部は前回研修後に問合せや相談が複数寄せられた、安全衛生の情報を発信するためのホームページの作成方法に特化した内容でした。
研修後の反応としましては、理解できたという意見とかなり難しかったという意見に分かれてしまいました。
　今後の予定としましては、3月の講演がありますので、幹事会にテーマ選定などの意見照会をかけながら進めていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　（森玄正研修部長）
■事務局だより

（１）令和２年度第2回臨時幹事会（Web）が9月19日（土）にリモート会議方式で開催されました。
　　①支部長報告
　　　　今年は良くない意味で歴史に残る年になりました。この状況は急には変わらないし、長期戦になりますので皆様も感染防止と健康管理に気を付けて下さいとの支部長より挨拶がありました。
②事業部会報告事項
・企画部より、来年度からの「労働安全衛生コンサルタント会活用の手引き」についての在り方について、事業部会員からの意見をアンケートにより聴くこととします。
　　・研修部より、リモート方式で研修会を11月14日（参加者22名）、12月12日（参加者19名）に実施しました。

　　・業務部より、相談件数：7件（前年同期比：28件、前年比▲75%）成約件数：5件。また、埼玉県からの「受動喫煙防止対策に係る環境調査・測定業務」は、新型コロナの影響で保健所が多忙なため、今年は実績ゼロとなりました。
　　　事務所当番は中断しているが、1月以降もこの状態を継続します。

②事務局報告事項
・令和3年度埼玉安全衛生大会：令和3年11月10日（水）埼玉会館小ホールで開催予定です。

・総務部より、支部会員および事業部会員の入会・退会はありませんでした。
・広報部より、SSHCONニュース72号を10月16日に発行しました。73号を1月中旬に発行予定。
・会計部より、支部会計の現況報告がありました。　　

　　次回幹事会予定

　　　　　　令和3年2月13日（土）14:00～　　
　（２）埼玉労働局長他よりの支部長周知・要請の依頼等
　　　　　通達の内容は、支部事務所の机上の「供覧ファイル」に綴ってあります。
■皆様方からの寄稿・情報など
（石田亨支部長　情報提供）
（１）自分流の健康法　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　厳寒の季節となってきました。みなさん夜はぐっすりお休みになっていますか。
私は昨年の暮れから今日まで、せんべいの敷布団に羽毛の掛布団1枚で寝ています。夜中に1回トイレにおきますが、それでも朝までぐっすり寝つけています。体が熱くて寒さを感じないのです。寝始めは足先が熱くて、足先を掛布団から出すくらいです。もちろん寝ているときはエアコンもつけていませんし、電気毛布なども使っていません。昨年の今頃は毛布2枚に羽毛の掛布団で寝ていたと思います。
　ふあふぁの敷布団は腰が痛くなってダメなのです。資格取得の為、中災防の東京教育センターに何回か研修で寝泊まりしましたが、ベッドがふぁふぁで腰が痛くなって、いつも敷布団のしたにベニヤ板を敷いてもらっていました。
　今年がこのように、掛布団1枚で寝ることができるようになったその要因は、次のようことではないかと思っています。
　昨年までは次のようなことをやっていました。
①10年以上前から、午前中と寝る前に、立ったままで足の膝を腰の高さまで持ち上げる動作を左右交互に10回づつ計3回行います。
　これに加えて、昨年から取り入れた体操は次の3つです。始めた時期は覚えていません。
②椅子の背もたれの一番上の方に手を当てて、腕立て伏せを午前中と寝る前に各50回行います。
　床に伏せてやる腕立て伏せに比べて、きつくなくできます。

③足の踵を持ち上げる動作です。午前中と寝る前に各50回行います。
④膝の屈伸の動作です。スクワットみたいなものです。午前中と寝る前に各50回行います。
　①でもって、太ももの筋力が、②でよって、腕や肩の筋力が、③と④で足の脹脛(ふくらはぎ)の筋力が増したような気がします。又、脹脛は第2の心臓とも呼ばれます。
　このように全体的に筋力がつき血液の循環が良くなったので、体全体が熱くなったのではないかと思っています。　コロナ禍で在宅の時間も長いかと思います。
　これらは、時間もあまりとりませんし、都合の良い時にできますし、場所も選びません。又、お金もかかりません。
　ただ、急にやると筋を痛める危険があります。始める時は徐々に回数などを増やすようにして下さい。そして長続きして下さい。継続は力なりです。
（真崎伸一郎企画部長　情報提供）
（２）「安全と“かたづけ”」の考察
最近、かたづけの本を読みました。（かたづけこそ最強の問題解決　小松　易　スッキリ・ラボ代表）安全管理の一環として、４Sが推奨されています。安全の面からみた“かたづけ”について考えてみました。

コンサルタントの皆さんも、指導先で４Sを指導される機会があると思います。その時の参考にしていただければ幸いです。

原書ではチームリーダーが問題解決の手段として備えるべき方法だと説いていますが、今回は安全の面から考えました。興味がある人は原書を読まれることをお薦めします。

１　安全とかたづけの関係

・かたづけが悪いと何が危険か

　通路等にモノがあると通行の邪魔になり、人が転倒し災害になる（作業環境管理）。

　机の下に書類などを詰め込んでいると、事務作業をする姿勢が悪くなり、腰痛の原因になる。また、背骨が曲がる原因になる（作業管理）

・非常通路や非常階段にモノを置いておくと、避難ができない。雑居ビルなどで、死亡災害になった事例が多数あります。

・モノを探すことに時間が掛かったり、置き方が悪いと探しているときにモノが崩れて災害になる。

・モノを置いている場所が乱雑だと、その場所までの移動時に災害にあう。

・建設作業などにおいては、モノの置き方が原因で転落災害になる。

・モノの片づけが、部下のメンタルケアに役立つ。

　その他にもかたづけ（４S）が原因で災害になることが多数あると思います。　

２　かたづけの実施方法
かたづけの最終形をイメージして、PDCAサイクルを回す。PDCAサイクルの有効性はすでに認識されていますが、かたづけにおいても最終形を頭に入れて、スパイルアップ活動を進めることが有効です。

現在、医療放射線の水晶体に受ける放射線規制において、PDCAサイクルを活用しようとの活動が進んでいます。これは、安全活動においてISO45001が採用されてから大きな成果が上がってきていることを厚生労働省が認識された結果だと思います。

　まず、整理から始めます。いるものといらないものを分け、８割を減らすように進めます。かたづけが自分の行動に定着してくると、モノを置く動作において“かたづけ”を意識するので自然とかたづけができるようになります。

　整理とは「厳選」すること、整頓とは「配置」することです。整理したモノを取り出しやすいように

明示、使用頻度も考慮して配置することです。

かたづけの成功率を上げるために、３つのシートの活用が有効です。

・セルフ片づけプロジェクトシート

　目標とするイメージ、かたづけの目的、かたづける場所、かたづけるモノ、実施結果、達成の基準

・エリアマップ

１回、１５分程度で実施できるエリアを図示する。

・行動計画表

　実施日をあらかじめ決めておく。実施できなかった場合には、次の実施日を設定する。　　

　片づけ習慣を導く７つのヒント

1 分ける基準は「使うか、使わないか」

2 すべての書類の“終わりどき”を決める

3 「頻度」「見つけやすさ」「戻しやすさ」で定位置・並び順を決める

4 「７プラスマイナス２」の法則でくくる

5 アラームなどを使って、思い出す仕掛けをつくる

6 事務用品の買い足しは、時期やタイミングを決める

7 “フィニッシュの形”を決めておく

片づける基準を考えるとき、重要度と緊急度、その作業に掛かる時間を考慮する。かたづけに時間が掛かるモノや場所はさらに細分化して計画する。

整理の４ステップ
1 出す　　：いったん、全て出しましょう。

2 分ける　：いるものといらないモノに分ける

3 減らす　：いらないと判断したものを処分（リサイクルや廃棄）する

4 しまう　：いると判断したものをしまう

まず、やるべきことを書き出します。重要度と緊急度、その作業に掛かる時間を考慮してかたづけの計画を作ります。

３　かたづけを組織で進めるには

・時間がないからかたづけられない

　１日１５分を片づけの時間にして、取り組むことを求める。１５分が捻出できないようでは例えばタバコを吸う時間やお茶を飲む時間も作れないことになります。かたづけの効果を説き、実施するように呼びかけましょう。

・一部の人がどうしてもかたづけてくれない

　かたづけの基本的なやり方が分からない（知識不足）

　かたづける時間がないと思っている（認識不足）

　本人はかたづけたつもりでいる（ゴールイメージの違い）

　　　かたづけは毎日、歯を磨いたり、顔を洗ったりすることと同じであると認識してもらいましょう。

・なかなかモノを捨てられない人がいる

　まず、やってみることを進める。初めがないと始まらない。１年間使わなかったものは、ほとんどの場合、必要がないものです（注文が４、５年に１回程度あることが分かっているものは別）。

・いまひとつチーム内にかたづけが広まらない

　チームの推進リーダーを持ち回り制にして、当事者意識を持たせましょう。

・チームで片づけても、なぜか毎回リバウンドする

　チームのメンバーの最終ゴールイメージが異なっている場合があります。話し合い、ゴールイメージを共有しましょう。私が以前に勤めていた会社の関係会社の社長が４Sを活動に掲げて推進していました。この社長のゴールイメージは明確であり、例えば机の引き出しにはボールペンや消しゴムなどは１つだけ、他のモノも１つだけです。あるべき姿をデジタルカメラで撮影し、机の引き出しの中に張り付けてありました。人の机の引き出しでも確認のために開けていいルールとしており、会社で使うものだけを机の引き出しに入れることができるというルールです。個人で使用するモノは一切、入れることは禁止としていました。極端な例ですが、非常に整理整頓がなされた会社でした。

・かたづけに対して、やる気が続かない

　推進メンバーをシャッフルして、マンネリ化を防ぎましょう。

・社長や上司が、かたづけの重要性を理解してくれない

かたづけは問題解決の一つの手段だと分かってもらいましょう。

４　かたづけの応用展開
リーダーが「かたづけ思考」を身につけると、チームが変わる

　上に立ち、人を動かす力が、かたづけ思考で手に入る。

　ロスを防ぎ、コスト削減につなげる。

　業績がいいチームは、全員がモノやコトを率先して片づけていく。

　片づけの率先垂範が、ふだんの仕事の実行力を底上げする
。

　部下の気づきを促すフレーズで、片づけを始めるきっかけをつくる。

　職場での声掛けが増え、コミュニケーションが活発になる

片づけを始める前に考える「何のため、誰のための片づけ？」

　自己利益に結びつくと、部下の“本気”に火がつく

仕事の効率化が上がる（探す時間が不要となる）。

仕事を処理する時間が短くなる。

仕事の分類が頭の中で整理されるので、計画的に仕事ができる。

モノや書類の保存や保管、使用、廃棄がルール化できる。

保管スペースが少なくなり、場所を有効活用できる。

無駄な購入がなくなり、資金が有効に回転する。

書類の分類

・大分類、中分類、小分類に分ける

・パソコンのホルダーも大分類、中分類、小分類に分ける。使用頻度も考慮する。

　１年以上使っていないホルダーは別にする。

　重複を避ける。

　１つの階層のホルダーは１０以下とする。階層はできるだけ３階層以内とする。

　　使用頻度が高いホルダーはできるだけ上位階層にする。

■最近の報道より

・10月14日　工事中生き埋め　男性死亡（讀賣新聞）
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　　13日午前9時30分頃、横浜市神奈川区鶴屋町の高層ビル建設現場の地下約10㍍で、掘削作業をしていた会社員（62）が崩れた土砂で生き埋めになった。市消防局員が救出にあたったが、約9時間後にその場で死亡が確認された。神奈川県警の発表では、男性が地中からにじみ出た水をくみ上げる作業をしていたところ、側面の土砂がくずれたという。
・10月29日　福祉施設労災1万人超　（讀賣新聞）

　　養護老人ホームなど全国の社会福祉施設で昨年、4日以上の休業を伴う労働災害による死傷者数が1万人を突破し、過去最多を更新したことが、厚生労働省のまとめで分かった。死傷者のほぼ3人に1人を60歳以上の職員が占めていた。人で不足で高年齢の職員に頼らざるを得ない状況が影響したとみられる。厚生労働省によると、昨年の社会福祉施設での労災による死傷者数は前年比5.2%増の1万45人。全産業の総死者数が1.3%減となる中、現行の基準で統計を取り始めた1999年以降で初めて1万人を突破し、2010年の5533人の2倍近い水準となった。
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・令和3年1月8日　緊急事態宣言　4都県に　(讀賣新聞)

　　　　　　　　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、菅首相は7日、東京、埼玉、千葉、神奈川の１都3県を対象に緊急事態宣言を発令した。期間は8日から2月7日までの1か月間。首相記者会見で、不要不急の外出自粛などを国民に呼びかけた。
[image: image6.jpg]R —moR
oot RHME
S NLHBEE<L

[ e s
]

)
4





次号は令和3年4月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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・今回のSSHCONニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。


・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありましたら、連絡下さいますようお願い致します。
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